
患者さんをご紹介いただく際の連絡先

翌診療日以降の診察・検査予約、セカンドオピニオン、転院依頼など

緊急の診療相談、診療依頼など

迅速な気胸の専門的治療が必要なとき。
呼吸器外科の医師が対応します。

（24時間対応／医師直通）

四肢の骨折、切断などで
迅速な手術治療が必要なとき。
整形外科の医師につながります。

（平日9:00～19:00対応／医師直通）

歯性感染症や顎顔面外傷など
口腔外科疾患専門的治療が必要なとき。
歯科口腔外科の医師が対応します。

（24時間対応／医師直通）

こどもの病気や怪我など、急性疾患・慢性疾患の
急性増悪の相談や、診察・入院依頼が対象。

小児科の医師が対応します。

（24時間対応／医師直通）

吐血、下血、急性腹症を疑う腹痛などの
治療が必要なとき。

消化器内科の医師が対応します。

（平日8:45～17:30対応／医師直通）

迅速な脳卒中の専門的治療が必要なとき。
脳神経内科・脳神経外科の医師が対応します。

（24時間対応／医師直通）

■

［ 平日 ］    8:45～19:00

［ 土曜（祝日は除く）］    8:45～12:30

はり姫専用もしくは各地域医師会の医療連携
FAX予約送信票と診療情報提供書（紹介状）
をFAXしてください。予約日時が決定次第、予
約票などをご紹介元へFAXいたします。

24の診療科で外来診療Web予約システム（医
療機関専用）をご利用いただけます。詳しくは
「はり姫」ホームページ（左記QRコード）をご
覧ください。

［  平日8:45～17:30 ］ 地域医療連携課事務が担当科につなぎます。
［  上記以外 ］ 救急事務が当直医師につなぎます。

（24時間対応）

県立はりま姫路総合医療センター
地域連携だより［はり姫と。］
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地域の医療を、ともにより良くしていく存在として
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小児から成人、血液透析・腹膜透析、腎臓移植、そして緩和ケアまで──
播磨姫路圏域はこれまで、
腎疾患に対して一貫した医療提供が難しい状況にありました。
分断されがちだった腎臓医療をひとつの流れとしてつなぐ「腎臓病センター」が
2026年度から「はり姫」でスタートしました。
腎臓内科、泌尿器科、小児科、緩和ケア内科がそれぞれの専門性を持ち寄りながら
患者さんの人生に寄り添い続ける腎臓医療に努めていきます。
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腎臓医療は、長期にわたる“リレー式医療”。
透析・移植・緩和ケアといった複数の選択肢のなかで、
患者さんにとって最適な医療をコーディネートします。

腎臓内科

腎臓移植の院内体制は整いました。
2026年度中に1例実施を目標に掲げ、将来的には月1件程度の実施も視野に入れています。

泌尿器科

「はり姫」は小児科と腎臓内科の距離感が近く、
小児腎臓診療から成人診療への移行も
スムーズにおこなえる土壌が築かれています。

小児科

　いまや日本人の5人に1人が慢性腎臓病と
いわれ、健康寿命だけでなく心臓や脳、さらに
はがん治療にも影響する重要な疾患です。「は
り姫」では開院以降、腎炎やネフローゼ、膠原
病に伴う腎障害の診療から透析導入まで一貫
して対応できる体制を整えてきました。2025
年には99人が当院で透析を開始しており、血
液透析は地域のクリニックへ、腹膜透析は院内
でフォローしています。今後は地域全体で支え
る体制を広げていきたいと考えています。
　末期腎不全の治療には透析や移植など複数

の選択肢があり、腎療法選択外来で丁寧に説
明しながら決定していただきます。一方で近年
は、透析を行わない保存的腎臓療法を選ぶ患
者さんも増え、終末期医療のあり方も変化して
います。腎臓内科の役割の一つは、多様な選
択肢の中から最適な医療をつなぐこと。小児期
から成人期、そしてその先まで関わり続ける
“リレー型医療”の中心として、地域と連携しな
がら体制を育てていきたいと考えています。当
面は基盤づくりに注力し、将来的に、地域の腎
疾患医療を支える存在を目指しています。
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　兵庫県内で腎移植をお
こなっている施設は限られ
ており、実質的には神戸以
東に集中しています。今
般、「はり姫」で取り組む予
定にしているのは、生体腎
移植です。日本では移植の
9割以上が生体で、ご家族
からの提供が中心です。移
植は透析と比べて余命の

改善が期待でき、就労や日
常生活の自由度も大きく向
上します。
　すでに院内体制や連携
は整っており、症例を待っ
ている状況です。まずはリ
スクの低い症例から慎重
に始め、2026年度中に1
例実施することを目標にし
ています。
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　移植は、患者さんだけで
なくご家族にとっても大き
な意味を持つ医療です。近
年は透析導入前に行う先
行的腎移植（PEKT）が増
えており、負担を軽減でき
る点からニーズも高まって
います。
　「はり姫」では神戸大学
の支援を受けながら、生体

腎移植に向けた体制を構
築しました。術前・術後の
フォローは、腎臓内科の先
生方と連携してやっていき
ます。限られたマンパワー
のなかで、周辺の管理を腎
臓内科に支えていただくこ
とで、私たち泌尿器科が手
術に集中できる環境になっ
ています。

　「はり姫」の小児科には腎臓専門医
が3名在籍しており、小児科領域では
珍しく、腎生検による病理診断や遺伝
子診断から治療まで一貫しておこなう
体制をとることができています。腎疾
患で最も多いネフローゼ症候群（地域
内でも年間2～3例発生しています）
も、その経過は多様です。治癒しない
場合は継続的なフォローが必要となり
ますが、「はり姫」ではさまざまな症例
を経験しており、大学病院に紹介せず
に地域で診療を完結できているケース
も多いです。患者さんやご家族の通院
負担の軽減にも貢献できています。

　腎疾患は長く付き合う病気が多いた
め、成人診療への移行（トランジショ
ン）も重要です。「はり姫」では腎臓内
科と連携し、高校生頃から並行して診
ることで、成人期に自然に移行する流
れをつくっています。専門病院では成
人への移行が大きな課題となることも
多いですが、院内で完結できる体制が
あることで、患者さんとご家族にとって
心理的負担が少ない移行が可能となっ
ています。中学生頃から服薬管理を本
人に任せるよう促し、診察でも本人が
主体的に話す機会を増やすなど、段階
的に準備を進めています。
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